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まえがき

現在，プラウン・アンテナ（地線付きモノポール・アンテナ）は，水平面内に無指向性である特徴から， 自動車電話，

タクシー無線等の移動用アンテナやその基地局用アンテナとして多用されている。

しかし，ブラウン・アンテナ整合のとれる周波数の範囲は限られる。

この整合周波数範囲を広げるため，地線を多重にすることにより複数の帯域で整合ができることは既に報告しているII) 0 

本研究では，地線を板状にすることによっても整合帯域幅が広がることを確認した。本報告においては， その一部につ

いて報告する。

1 . 原理

ブラウン・アンテナは図 1に示すように地線を同軸

線の外皮に付け，同軸線の中心導体を放射素子とした

モノポール・アンテナであり，地線という簡単な素子

により同軸線に高周波電流が流れる出ることを防ぎ，

垂直偏波を水平面内に均ーに放射ができるようにして

いる。

このため，移動体やそれに対する基地局用アンテナと

して VHF ~U HF帯で多用されている 。

さらに，図 2に示すように，同軸線との整合をとるた

め，給電点をずらしたオフセット・ブラウン・アンテナ

も用いられる。

このブラウン・アンテナに長さの異なる地線を多重

につけたものが多重地線付きモノポール・アンテナで

あり，地線の長さ等を適当にすることによって複数の

周波数帯で整合を取ることができる 。その 1例である

2重地線付きモノポール・アンテナを図 3に示す(I)。

本研究の板状地線付きモノポール・アンテナは多重

地線付きモノポール・アンテナの多重地線を連続させ

板にした構造であり，多重地線が連続していることか

ら使用周波数帯域は連続的になる 。

このため，ブラウン・アンテナに比べ使用周波数帯域

幅を拡大することができる 。
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図 1 ブラウンアンテナ
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図 2 オフセット・ブラウン・アンテナ
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図3 2重地線付きモノポール・アンテナ

図4 板状地線付きモノポール・アンテナ
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図 5 板状地線付モノポール・アンテナの VSWR

（但し破線はプラウン・アンテナ）

2. 構造

地板付きモノポール・アンテナの構造を図 4に示し，

寸法を以下に示す。

L =74~75mm 
d = 3~25mm 
8 =45° 

a =15~60mm 

参考に，基準とした図 2のブラウン・アンテナの寸法

を以下に示す。

L =85mm 

d =32mm 

地線および放射素子の太さ： 1.6mm¢ 

3. 測定

測定項目は， VSWRおよび指向性とし，おおむね

900MH zを中心として測定した。

測定結果のVSWRを図 5に，指向性を図 6に示す。

参考のため．オフセット・プラウン・アンアナのVSW  

Rを図 5に示すと共に．図 7に指向性を示す。

ただし，各アンテナの特性は中心周波数をオフセット・

プラウン・アンテナの特性に合わせ記入している 。

図8に板状地線の幅 aを変えることによる VSWRの

変化を示す。このとき，ブラウン・アンテナの地線の

太さを等価板12)に変換している。

以上の結果から，板状地線の幅 aを増すに従って，帯

域幅が増えていることが分かる。また，指向性はブラ

ウン ・ア ンテナの指向性と同等で，地線を板にしても

指向特性は変わらない。

4. 計算結果

板状地線付きモノポール・アンテナの解析は，板部

分を周囲のみ針金で構成されているとしてモーメント

法(3)により計算をした。

計算結果の一部を図 9に示す。

5. まとめ

地線を幅のある板状にした板状地線付きモノポール・

アンテナによって指向特性を変化させずに，整合でき

る周波数帯域をブラウン・アンテナに比べ広くできる

ことが確認できた。

この板状地線である金属板を風圧等の観点から網状に
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図6 板状地線付モノポール・アンテナの指向性

測定結果
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図 8 板状地線の板幅(a)と帯域幅
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図 7 ブラウンアンテナの指向性測定結果
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図9 板状地線付モノポール・アンテナの実験値

（実線）と計算値（破線）
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しても同等の性能が得られる。

更に，板状地線の数を減らすことも可能である。

本研究の解析には，筑波大学物理工学科系平澤一紘

教授から提供を頂きましたモーメント法のソフトを使

用させていただきました。ここに心から感謝の意を 表

します。

最後に，本研究を進めるにあたり，計測と計算を担当

された電子制御工学科卒業生石村和徳氏，渡邊大介氏

および沼澤健氏に感謝致します。
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